




目的 

母子保健システムの充実に関する研究班の分担のなかで、本研究班は乳幼児の集団健康診

査における早期発見の方法・疑いがもたれた場合の精密検査および確定診断、その後の対

策の方向など一連の流れで指針を示そうと試みてきた。健康診査において発見すべき異常

は多いが・本研究班は、特に、精神運動面の発達にリスクのある乳児の発見と対策に重点

をおき具体的な設問を定めて研究をすすめることにした。本研究の意義は、発見、対策、

特定の疾病対象など、従来、個別に行なわれていた研究項目を一つのグループで扱い、現

在の医学や療育水準のなかで望ましい長期的対策のための基礎資料を得ることを企図した

点にある。 


